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第１０回  通 常 総 会 次 第  

 

 １ 開 会 の 辞 

 

 ２ 会 長 挨 拶 

 

 ３ 議 長 選 任 

 

 ４ 議事録署名人選任  

 

 ５ 議   事 

第１号議案  令和３年度事業報告承認の件  

第２号議案  令和３年度収支決算報告承認の件 

令和３年度監査報告 

第３号議案  令和４年度事業計画 (案 )承認の件  

第４号議案  令和４年度収支予算 (案 )承認の件  

第５号議案  任期満了に伴う役員選任に関する件  

 

６ 閉 会 の 辞 

 



 

 

 

 

 

第 １ 号 議 案  

 

 

 

令 和 ３ 年 度 事 業 報 告 承 認 の 件  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和３年度  事   業   報   告   

 

令和３年度も依然コロナ禍にあり、事業の中止や縮小等を余儀なくされる状況でありましたが、会員の

皆様のご理解・ご協力・ご支援をいただき、産業廃棄物のより一層の適正処理の推進、循環型社会形成

に向けた減量化・再資源化等の促進及び業界の健全な発展を図るため、法令遵守等に関する各種研

修会・講習会等を開催するとともに、行政機関をはじめ諸関係機関等との連携、各種情報の交換・提供

を図り、適正処理への理解と健全な業務の推進が深められるよう事業を展開してまいりました。 

次のとおり事業の実施状況をご報告いたします。 

 

会員の状況  

令和４年３月３１日現在     会員 ２６６社 

令和３年度入退会状況     入会 ２社 ・ 退会等 ３社 

 

１ 会議の開催  

（１） 通常総会の開催（規模縮小） 

・開催日時 令和３年５月２０日（木） 午後２時３０分から 

・開催場所 メルパルク長野 （長野市） 

・出席会員 ２４４名 （うち委任状 ２２０名） 

・議  事 

① 令和２年度事業報告承認の件 

② 令和２年度収支決算報告承認の件 

③ 令和３年度事業計画（案）承認の件 

④ 令和３年度収支予算（案）承認の件 

（２） 正副会長会、理事会の開催 

【正副会長会】 

１） 第１回正副会長会 令和３年４月１６日（金） メルパルク長野（長野市）  

・第９回(令和３年度）通常総会について 

・家畜伝染病発生時における家畜の死体等の輸送に関する協定について 

２） 第２回正副会長会 令和３年５月２０日（木） メルパルク長野 （長野市）  

・第９回(令和３年度)通常総会について 

・職員の賞与（６月３０日支給）の支給率について 

３) 第３回正副会長会 令和３年８月６日（金） メルパルク長野 （長野市） 

・県との懇談会の懇談事項について 

・第１０回(令和４年度)通常総会の開催について 

・寄付金の贈呈について 

４) 第４回正副会長会 令和３年１１月５日(金) メルパルク長野 (長野市) 

   ・任期満了に伴う役員改選について 

   ・職員の賞与(１２月支給)の支給率について 

５) 第５回正副会長会 令和４年１月１９日(水) メルパルク長野 (長野市) 

   ・令和４年度(公社)全国産業資源循環連合会会長表彰(優良事業所表彰)被表彰者の推

薦について 

・第１０回(令和４年度)通常総会の開催日程等について 

・職員の昇給について 

６) 第６回正副会長会 令和４年３月１１日(金) メルパルク長野 (長野市) 



   ・令和４年度(公社)全国産業資源循環連合会会長表彰の被表彰者の推薦について 

・令和４年度(一社)長野県資源循環保全協会会長表彰の被表彰者の選考について 

・次期任期（令和４年５月から令和６年５月総会）の理事・監事の候補者について 

【理事会】 

７) 第１回理事会 令和３年４月１６日（金） メルパルク長野 （長野市） 

・第９回(令和３年度）通常総会について 

・家畜伝染病発生時における家畜の死体等の輸送に関する協定について 

・令和３年度労働災害防止計画（案）について 

・第２４回産廃夏休み親子体験教室の開催について 

・県外優良企業視察研修会の開催について 

・次回理事会の開催について 

８） 第２回理事会 令和３年５月２０日（木） メルパルク長野 （長野市） 

・第９回（令和３年度）通常総会について 

・産業廃棄物処理技術等研修会について 

・新規入会会員の承認について 

・次回理事会の開催について 

９) 第３回理事会 令和３年８月６日（金） メルパルク長野 (長野市) 

・県との懇談会の懇談事項について 

・第１０回(令和４年度)通常総会の開催について 

・寄付金の贈呈について 

・県外優良企業視察研修について 

・次回理事会の開催について 

報告事項 ・産業廃棄物処理実務者研修会 

・産廃夏休み親子体験教室について 

・産業廃棄物処理技術等研修会について 

10) 第４回理事会 令和３年１１月５日（金） メルパルク長野 (長野市) 

   ・任期満了に伴う役員改選について 

   ・須坂市との災害協定締結について 

   ・次回理事会の開催について 

報告事項 ・会員の資格の喪失について 

・産業廃棄物処理実務者研修会について 

・安全衛生セミナーについて 

11） 第５回理事会 令和４年１月１９（水） メルパルク長野 （長野市） 

   ・令和４年度(公社)全国産業資源循環連合会会長表彰(優良事業所表彰)被表彰者の推

薦について 

・第１０回(令和４年度)通常総会の開催日程等について 

・次回理事会の開催について 

報告事項 ・令和４年度(一社)長野県資源循環保全協会会長表彰候補者の推薦について 

12） 第６回理事会 令和４年３月１１日(金) メルパルク長野 (長野市) 

・令和４年度(公社)全国産業資源循環連合会会長表彰の被表彰者の推薦について 

・令和４年度(一社)長野県資源循環保全協会会長表彰の被表彰者の選考について 

・令和３年度収支決算見込みについて 

・令和４年度事業計画(案)について 

・令和４年度予算編成方針(案)について 

・次期任期（令和４年５月から令和６年５月総会）の理事・監事の候補者について 

・第１０回(令和４年度)通常総会について 



・次回理事会の開催について 

【書面理事会】 

13） 第１回書面理事会 令和３年６月１日（火） 

・令和３年度長野県資源循環保全協会支部及び青年部会に対する活動助成金について 

・新規入会会員の承認について 

 

２ 適正処理確保事業  

（１） 産業廃棄物処理業の優良化の促進 

・優良産業廃棄物処理業者認定のための情報公開、環境配慮の取り組み、電子マニフェス

トの利用及び財政体質の健全化等への取り組みを支援した。 

（２） 県との懇談会の開催 ・・・・ 中止 

（３） 県議会議員との懇談会の開催 ・・・・ 中止 

 

３ 相談・指導事業  

産業廃棄物の適正な処理、再生利用及び諸手続、業務処理等について、会員、市町村、排出

事業者及び一般住民等からの相談に応じ指導・助言を行った。 

 

４ 講習会・研修会等事業  

（１） 産業廃棄物処理技術等研修会の開催（６月２５日（金）～９月３０日（木）、Web配信） 

（東信地区） 参加者  ３７名 

（南信地区） 参加者 １０９名 

（中信地区） 参加者  ６９名 

（北信地区） 参加者 １２９名 

（その他）   参加者  １１名 

合 計  ３５５名 

（２） 産業廃棄物処理実務者研修会  

（長野会場） 

令和３年９月１日（水） 長野ターミナル会館（長野市） 参加者 ２０名 

（伊那会場） 

令和３年９月２日（木） 伊那プリンスホテル（上伊那郡箕輪町） 参加者 ２５名 

「産業廃棄物処理の基礎コース」 

講 師 ： (公社)全国産業資源循環連合会専任講師  渡辺 一法 氏 

（３） 電子マニフェストパソコン操作体験セミナー ・・・・ 中止 

（４） 産業廃棄物処理業における安全衛生セミナー  

開 催 日 ： 令和３年１０月２０日（水）  

場    所 ： メルパルク長野(長野市) 

参 加 者 ： ２９名 

（５） 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会の開催 

講習会場：長野ターミナル会館（長野市） 

１） 新規許可講習会 

（収集運搬課程） 定員各７５名 

・第１回 令和３年８月５日（木）、午前 受講者数 ６８名 

・第２回 令和３年８月５日（木）、午後 受講者数 ７３名 

・第３回 令和４年２月２５日（金）、午前 受講者数 66 名 

（処分課程） 定員各４０名 

・第１回 令和３年１０月１９日（火）、午前 受講者数 ３８名 



・第２回 令和３年１０月１９日（火）、午後 受講者数 ３５名 

２） 更新許可講習会  

（収集運搬課程） 定員各７５名 

・第１回 令和３年５月２７日（木）、午後 受講者数 ７５名 

・第２回 令和３年５月２８日（金）、午後 受講者数 ７２名 

・第３回 令和３年１２月１６日（木）、午後 受講者数 ７３名 

・第４回 令和３年１２月１７日（金）、午前 受講者数 ７１名 

・第５回 令和４年２月２５日（金）、午後 受講者数 71 名 

（処分課程） 定員各４０名 

・第１回 令和３年６月１０日（木）、午前 受講者数 ３９名 

・第２回 令和３年６月１０日（木）、午後 受講者数 ３８名 

３） 特別管理産業廃棄物管理責任者講習会  定員各７５名 

・第１回 令和３年５月２７日（木）、午前 受講者数 ６０名 

・第２回 令和３年５月２８日（金）、午前 受講者数 ５８名 

・第３回 令和３年１２月１６日（木）、午前 受講者数 ７４名 

（６） 県外優良企業視察研修 ・・・・ 中止 

（７） 産廃夏休み親子体験教室  

開催年月日 ： 令和３年７月３１日（土） 

内      容 ： 開校式・説明・実験 ： 長野市 リサイクルプラザ 

視察企業 ： 信光工業（株）、イコールゼロ（株）、飯山陸送（株） 

参  加  者 ： １０組２１名 

（８） 産業廃棄物処理検定 

令和４年２月１３日（日） ホテル信濃路（長野市） 受検者 20名 

 

５ 情報提供と広報活動  

(１) インターネット・ホームページの内容の充実 

新着情報、許可申請に関する講習会の開催状況及び研修会開催情報等を随時更新、また、

再生砕石保有状況を月１回更新し最新情報を掲載した。 

（２） 機関誌「季刊しなの」の発刊   年４回発刊、広報委員会の開催（企画・編集会議） 

１） 第３３号 （令和３年４月） ４５０部発刊 

配 布 先 ： 会員、長野県、市町村、関係団体、全産連等 

主な内容 ： 関係機関職員名簿、令和３年度許可申請に関する講習会開催日程 等 

広報委員会 ： 令和３年２月１６日（火） 協会事務局 （長野市） 

２） 第３４号 （令和３年７月） ４５０部発刊 

配 布 先 ： 会員、長野県、市町村、関係団体、全産連等 

主な内容 ： 第９回通常総会の開催、令和３年度事業計画 等 

広報委員会 ： 令和３年５月１９日（水） 協会事務局 （長野市） 

３） 第３５号 （令和３年１０月） ４５０部発刊 

配 布 先 ： 会員、長野県、市町村、関係団体、全産連等 

主な内容 ： 産廃夏休み親子体験教室の開催 等 

広報委員会 ： 令和３年８月２６日(木) 協会事務局 (長野市) 

４） 第３６号 （令和４年１月） ４５０部発刊 

配 布 先 ： 会員、長野県、市町村、関係団体、全産連等 

主な内容 ： 新年の挨拶、令和元年度東日本台風災害対応に係る支援金贈呈式 等 

広報委員会 ： 令和３年１１月２９日（月） Ｗｅｂ会議 

(３) 情報の提供 (会員への主な通知等)    



・石綿含有廃棄物等処理マニュアル第３版公表、水銀廃棄物ガイドライン第３版公表（全国産 

 業資源循環連合会） 

・建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアルの 

 お知らせ（長野県） 

・廃棄物処理施設等の更新及び交換に係る手続きについて（全国産業資源循環連合会） 

・はしご及び脚立からの墜落・転落災害を防止するためのリーフレットが作成されました（厚生 

 労働省作成）（長野労働局） 

・産業廃棄物処理技術等研修会開催（Web配信）のお知らせ 

・有害物ばく露防止対策補助金について（長野労働局） 

・PCBが使用されている照明の調査・交換には費用の補助制度があります（長野県） 

・令和３年度エイジフレンドリー補助金について ～高年齢労働者を雇用する中小企業事業者 

 の皆様へ～（全国資源循環連合会） 

・産業廃棄物処理 e ラーニング講座（令和３年度）開講のご案内（全国産業資源循環連合会） 

・ワクチン接種における廃棄物処理について（長野県） 

・コロナウイルス拡大の影響を受けた産業廃棄物処理業者様への支援制度一覧（全国産業資 

 源循環連合会） 

・「産業廃棄物処理実務者研修会」開催のお知らせ 

・２０２１年度 PCB廃棄物の収集運搬業作業従事者講習会 開催のお知らせ（日本産業廃棄 

 物処理振興センター） 

・産廃委託契約書の電子契約サービスについてのオンラインセミナーのお知らせ 

・電子マニフェスト導入説明会（Web説明会）のお知らせ（日本産業廃棄物処理振興センター） 

・２０２１年度 医療関係機関等を対象にした特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会 

 開催のお知らせ（日本産業廃棄物処理振興センター） 

・連合会主催 令和３年度 産業廃棄物処理実務者研修会（後期）開催のご案内（全国産業資 

 源循環連合会） 

・公益財団法人 産業廃棄物処理事業振興財団が建設汚泥処理物等の有価物該当性に係る 

 認証を開始しました（全国産業資源循環連合会） 

・連合会主催 令和３年度 最終処分場維持管理技術研修会（オンライン）開催のお知らせ（全 

 国産業資源循環連合会） 

・令和３年度 安全衛生セミナー開催のご案内 

・単回使用の医療機器（１回限り使用できるとされている医療機器）の再製造等に係る取扱いに 

 ついて（長野県） 

・規制改革通知：一般廃棄物及び産業廃棄物の混合処理についての考え方等（全国産業資 

 源循環連合会） 

・改正フロン排出抑制法に関するオンライン説明会のお知らせ（全国産業資源循環連合会） 

・２０２１年度 パソコン等をお持ちでない方用の産業廃棄物許可講習会（講義ビデオ会場視聴 

 型講習会）開催のお知らせ（日本産業廃棄物処理振興センター） 

・令和４年４月から解体・改修工事において石綿（アスベスト）の事前調査結果報告が義務化さ 

 れます（全国産業資源循環連合会） 

・ダイソンコードレス掃除機用非純正のバッテリーパックの処理方法について（全国産業資源循 

 環連合会） 

・安全運転管理者業務の拡充について（全国産業資源循環連合会） 

・石綿含有仕上塗材廃棄物の取扱いと、産業廃棄物処理業の許可証書換交付について（長 

 野県） 

・令和３年度 産業廃棄物処理検定開催のお知らせ（全国産業資源循環連合会） 

・大型トラックの車輪脱落事故防止について（全国産業資源循環連合会） 



・２０２１年度 粉じんばく露防止対策講習（オンライン）のお知らせ（全国産業資源循環連合会） 

・化管法改正による廃棄物処分施設における水銀排出量の届出義務について（全国産業資源 

 循環連合会） 

・特殊車両（一般的なトラックより大きい車両等）における新たな通行許可制度の創設について 

 （全国産業資源循環連合会） 

・最低賃金額引上げと設備投資を行う場合の助成金について（全国産業資源循環連合会） 

・２０２２年（令和４年）１０月から従業員数５００人以下のパート・アルバイトの社会保険加入条件 

 が変わります（全国産業資源循環連合会） 

・産業廃棄物処理業及び特別管理産業廃棄物処理業新規及び変更許可状況（長野県・長野 

 市及び松本市） 

・産業廃棄物処理業変更・廃止届 （長野市・松本市） 

・行政処分の状況 （長野県・長野市及び松本市） 

・その他研修会、講習会通知等 

 

６ 関係団体との活動交流推進事業  

     県下４地区等の資源循環保全関係団体との交流促進、情報交換、広域協力体制の構築、地域

の諸課題に基づく意見要望の集約及び地域活動への積極的参加等の活動が活発に実施される

よう支援・協力した。（他団体との交流事業を参照） 

 

７ 部会活動推進事業 

全産連の部会への参画（他団体との交流事業を参照） 

 

８ マニフェスト頒布事業 (３月３１日現在) 

紙マニフェスト頒布数は２３３，７００セットとなり、前年度と比較して９３．４％となった。 

 

９ 行政施策参画事業  

（１） 県下１０地区の廃棄物不法投棄防止対策協議会の構成員として参画した。  

（２） 信州環境フェア２０２１の実行委員として参画、協賛した。 

 

１０ 他団体との交流事業  

（１） （公社）全国産業資源循環連合会関係 

１） 会議・研修会等 

・令和３年６月１８日（金） 

  連合会第１１回定時総会（web会議）に出席 (中村会長) 

・令和３年７月１６日（金） 

 第１回全国正会員事務局責任者会議（web会議）に出席 (北澤専務理事) 

・令和４年１月２８日（金） 

臨時全国正会員会長・理事長会議（web会議）に出席 (中村会長) 

・令和４年１月３１日（月） 

第１回安全衛生委員会（web会議）に出席 (中村会長) 

・令和４年２月１０日(木)  

第２回全国正会員事務局責任者会議（web会議）に出席 (北澤専務理事) 

・令和４年２月２４日(木)  

２０２２年度許可等講習会における事務取扱説明会（web会議）に出席 (山本職員) 

２） 信越・北陸地域協議会関係 

・令和３年４月７日（水） 



第６４回信越・北陸地域協議会（web会議）に出席 (中村会長、北澤専務理事) 

 ・令和３年９月１５日（水）  

信越・北陸地域協議会事務局長会議（web会議）に出席 (北澤専務理事) 

・令和３年９月３０日（木）  

第６５回信越・北陸地域協議会（web会議）に出席 (中村会長、北澤専務理事) 

・令和３年１１月２日（火） 

信越・北陸地域協議会事務局長会議（web会議）に出席 (北澤専務理事) 

・令和３年１２月９日(木) 福井県福井市 

信越・北陸地域協議会事務職員研修会に出席 (小林職員、山本職員) 

・令和４年３月１６日（水） 

信越・北陸地域協議会事務局長会議（web会議）に出席 （北澤専務理事） 

（２） 資源循環保全関係団体及び環境保全団体等との連携と活動交流推進事業 

１) 長野県資源循環保全協会中信支部 

・令和４年３月３０日(水) 松本市 松本館 

臨時総会・新春交流会に出席 (中村会長) 

 

・この他各支部において、例年６月に開催される定時総会及び新年に開催される臨時総会・

新春交流会は、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、中止若しくは書面決議によ

る対応となった。また、関係団体の通常総会等も同様に中止となった。 

 

１１ 表彰事業  

（１） （公社）全国産業資源循環連合会会長表彰 

令和３年６月１８日（金）に開催された（公社）全国産業資源循環連合会「第１１回定時総会」

において、次の会員が連合会会長表彰を受賞されました。 

 

１) 功労者表彰（２名）                      （順不同・敬称略） 

氏   名 会   社   名 支  部 

小 林 孝 行 （株）信州ウェイスト 南  信 

中 村 幸 宏 （株）まるげん 中  信 

 

２) 地方優良事業所表彰（３社）                （順不同・敬称略） 

会   社   名 代 表 者 名 支  部 

（株）ウェルサイクル 佐 藤 昭 秀 東  信 

（株）みすず建設 山 﨑 公 郁 中  信 

(株)ミノル産業 山 下 浩 史 北  信 

 

３) 優良従事者表彰（１３名）                  （順不同・敬称略） 

氏   名 会   社   名 支  部 

林   亮 宏 小柳産業（株） 東  信 

宮 下 和 也 小柳産業（株） 東  信 

太 田   昇 （株）ワールド重機開発 東  信 

矢 崎 秀 樹 （株）南信サービス 南  信 

山 田 竜 太 （株）南信サービス 南  信 

伊 坪   誠 ジャーナル商事（株） 南  信 

浅 井 俊 清 共和アスコン（株） 中  信 



浅 田 孝 芳 （株）Ｇ・フレンドリー 中  信 

臼 井   勉 （株）Ｇ・フレンドリー 中  信 

浅 川 善 彦 （株）Ｇ・フレンドリー 中  信 

黒 岩 芳 永 イコールゼロ（株） 北  信 

宮 尾 朝 雄 イコールゼロ（株） 北  信 

神 戸 弘 雄 （株）タケモト 北  信 

 

（２） （一社）長野県資源循環保全協会会長表彰 

令和３年５月２０日（木）に開催した（一社）長野県資源循環保全協会「第９回（令和３年度）

通常総会」において、次の会員が協会会長表彰を受賞されました。 

 

１) 優良事業所表彰（４社）                   （順不同・敬称略） 

会   社   名 代 表 者 名 支  部 

（有）アクア 青 栁 敏 孝 東  信 

解体興業（株） 森 下 彰 弘 南  信 

（有）高山商店 高 山 タカシ 南  信 

宮澤木材産業（株） 宮 澤    遥 北  信 

 

２) 優良従事者表彰（１７名）                  （順不同・敬称略） 

氏   名 会   社   名 支  部 

宮 坂   徹 （株）ワールド重機開発 東  信 

春 日 祐 樹 （株）信州ウェイスト 南  信 

橋 本 秀 明 中日本ハイウェイ・メンテナンス

名古屋（株）飯田事業所 

南  信 

野 溝 良 弘 （株）ハクトートータルサービス 南  信 

山 﨑 春 美 （株）ハクトートータルサービス 南  信 

島 原   実 共和アスコン（株） 中  信 

平 林 雅 子 （株）小石興業 中  信 

倉 科 美恵子 （株）Ｇ・フレンドリー 中  信 

辻 谷 こづゑ （株）Ｇ・フレンドリー 中  信 

荻 原   隆 （株）Ｇ・フレンドリー 中  信 

馬 淵 福 男 （株）Ｇ・フレンドリー 中  信 

三 枝 幸 司 （株）Ｇ・フレンドリー 中  信 

小 林 信 治 （株）トータルシステム 中  信 

中 村 好 児 （株）トータルシステム 中  信 

深 澤 宏 太 花村産業(株)庄内事業所 中  信 

袖 山   武 イコールゼロ（株） 北  信 

伊 波   聰 イコールゼロ（株） 北  信 

 

１２ 組織の強化  

協会広報パンフレット「美しい信州をいつまでも」により協会入会の促進を図った。 

 

１３ 災害時の緊急対策事業 

・令和元年１０月発生の台風１９号災害に伴う公費解体等に係る廃棄物処理の対応を行った。 

・令和３年８月の大雨による被害に対して県との災害協定に基づき辰野町の災害廃棄物処理



を行った。 

・須坂市と県内市町村では初となる災害協定を締結した。 

 

１４ 不適正処理情報収集事業  

「廃棄物不法投棄等情報提供事業」に基づき情報提供を行った。 
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（単位：円）

当年度 前年度 増 減

Ⅰ 資産の部

１．流動資産

現金預金 128,967,489     48,365,647      80,601,842      

未収入金 30,000          -30,000         

流動資産合計 128,967,489     48,395,647      80,571,842      

２．固定資産                

(2) 特定資産                

環境保全支援基金特定預金 30,000,000      30,000,000                     

法人化30周年記念特定預金 3,600,000       2,400,000       1,200,000       

退職給付引当特定預金                

特定資産合計 33,600,000      32,400,000      1,200,000       

(3) その他固定資産                

敷金 704,500         704,500                        

保証金 704,500         704,500                        

その他固定資産合計 1,409,000       1,409,000                      

固定資産合計 35,009,000      33,809,000      1,200,000       

資産合計 163,976,489     82,204,647      81,771,842      

Ⅱ 負債の部                

１．流動負債                

預り金 495,460         720,878         -225,418        

流動負債合計 495,460         720,878         -225,418        

２．固定負債                

退職給付引当金                

固定負債合計                                              

負債合計 495,460         720,878         -225,418        

Ⅲ 正味財産の部                

１．指定正味財産                

（うち基本財産への充当額） (            -)  (            -)  (            -)  

（うち特定資産への充当額） (            -)  (            -)  (            -)  

２．一般正味財産 163,481,029     81,483,769      81,997,260      

（うち基本財産への充当額） (            -)  (            -)  (            -)  

（うち特定資産への充当額） 33,600,000)(     32,400,000)(     1,200,000)(      

正味財産合計 163,481,029     81,483,769      81,997,260      

負債及び正味財産合計 163,976,489     82,204,647      81,771,842      

貸  借  対  照  表

令和４年３月３１日現在

科       目



（単位：円）

Ⅰ 一般正味財産増減の部                 

１．経常増減の部                 

(1) 経常収益                 

① 受取入会金 100,000          300,000          -200,000         

受取入会金 100,000          300,000          -200,000         

② 受取会費 10,465,000       20,763,000       -10,298,000      

受取会費 10,465,000       20,763,000       -10,298,000      

③ 事業収益 109,543,043      42,920,729       66,622,314       

講習会事業収益 2,335,740        1,968,405        367,335          

研修会事業収益 651,370          300,000          351,370          

管理票頒布事業収益 2,218,300        2,370,200        -151,900         

地方公共団体災害復興事業収益 104,337,633      38,282,124       66,055,509       

電子管理票運用事業収益                 

④ 受取補助金等 190,000                          190,000          

受取地方公共団体補助金 190,000          190,000          

⑤ 雑収益 1,115,387        1,064,192        51,195           

受取利息 464              2,702            -2,238           

広告料収益 525,000          510,000          15,000           

雑収益 589,923          551,490          38,433           

経常収益計 121,413,430      65,047,921       56,365,509       

(2) 経常費用                 

① 事業費 15,727,990       12,365,972       3,362,018        

役員報酬 1,973,060        1,973,060                        

給料手当 4,362,877        4,312,271        50,606           

福利厚生費 1,074,254        1,035,776        38,478           

退職給付費用 2,876            -2,876           

会議費 29,443           29,443           

旅費交通費 65,900           59,369           6,531            

通信運搬費 574,483          587,123          -12,640          

消耗品費 629,269          434,711          194,558          

印刷製本費 2,531,885        1,914,882        617,003          

光熱水費 72,485           72,174           311              

賃借料 2,202,404        1,814,436        387,968          

諸謝金 54,599           54,599           

負担金 17,777           17,777                           

支払寄附金 2,000,000        2,000,000        

委託料 26,730           26,730                           

雑費 112,824          114,787          -1,963           

令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで

正味財産増減計算書

当年度 前年度 増 減科       目



（単位：円）

令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで

正味財産増減計算書

当年度 前年度 増 減科       目

② 管理費 23,688,180       11,869,315       11,818,865       

役員報酬 2,224,940        2,224,940                        

給料手当 812,543          803,119          9,424            

福利厚生費 419,847          404,808          15,039           

退職給付費用 1,124            -1,124           

会議費 116,985          167,759          -50,774          

旅費交通費 295,063          383,559          -88,496          

通信運搬費 224,527          229,465          -4,938           

消耗品費 245,936          169,896          76,040           

光熱水費 28,330           28,209           121              

賃借料 1,494,307        923,635          570,672          

手数料 84,238           111,497          -27,259          

印刷製本費 1,111,492        838,748          272,744          

諸謝金 44,483           44,483           

租税公課 8,459,900        85,200           8,374,700        

負担金 1,722,223        1,622,223        100,000          

交付金 6,201,000        3,692,000        2,509,000        

慶弔費 20,000           20,000           

委託料 138,270          138,270                          

雑費 44,096           44,863           -767             

経常費用計 39,416,170       24,235,287       15,180,883       

当期経常増減額 81,997,260       40,812,634       41,184,626       

２．経常外増減の部                 

当期一般正味財産増減額 81,997,260       40,812,634       41,184,626       

一般正味財産期首残高 81,483,769       40,671,135       40,812,634       

一般正味財産期末残高 163,481,029      81,483,769       81,997,260       

Ⅱ 指定正味財産増減の部                 

一般正味財産への振替額                                                 

当期指定正味財産増減額                                                 

指定正味財産期首残高                 

指定正味財産期末残高                                                 

Ⅲ 正味財産期末残高 163,481,029      81,483,769       81,997,260       



1．重要な会計方針

　 退職給付引当金　役職員の退職給付に備えるため期末自己都合要支給額に基づいて計上しております。

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

30,000,000  30,000,000  

2,400,000   1,200,000   3,600,000   

32,400,000  1,200,000              33,600,000  

32,400,000  1,200,000              33,600,000  

当期末残高
(うち指定正味財
産からの充当額)

(うち一般正味財
産からの充当額)

(うち負債に
対応する額)

30,000,000 (30,000,000)

3,600,000 (3,600,000)

33,600,000 (33,600,000) 0

33,600,000 (33,600,000) 0

財 務 諸 表 に 対 す る 注 記

(1)有価証券の評価基準及び評価方法

　 該当ありません。

(2)棚卸資産の評価基準及び評価方法

　 該当ありません。

(3)固定資産の減価償却の方法

　 該当ありません。

(4)引当金の計上基準

(5)リース取引の処理方法

　 通常の賃貸借取引にかかる方法に準じた会計処理によっております。

(6)消費税等の会計処理

　 税込方法によっています。

2．会計方針の変更

   該当ありません。

3．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

科 目

　基本財産

　特定資産

     環境保全支援基金特定預金

     法人化３０周年記念特定預金

小計

4．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

   基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

科 目

　基本財産

小計

合計

　特定資産

     環境保全支援基金特定預金

     法人化３０周年記念特定預金

     退職給付引当特定預金

小計

小計

合計



債権金額
貸倒引当金の
当期末残高

債権の当期末残高

0 - 0

0 - 0

補助金等の名称 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上
の記載区分

190,000 190,000

5．担保に供している資産

   該当ありません。

6．固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高

   該当ありません。

7．債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期残高

　 債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期残高は、次のとおりである。

科 目

　未 収 入 金

合 計

8．保証債務等の偶発債務

   該当ありません。

9．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価格、時価及び評価損益

   該当ありません。

10．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

　  補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

交 付 者

啓発事業補助金 長 野 市 190,000 190,000

合 計

11．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　  該当ありません。

    該当ありません。

12．関連当事者との取引の内容

    該当ありません。

13．重要な後発事象

    該当ありません。

14. 実施事業資産





 

 

 

 

 

第 ３ 号 議 案  

 

 

 

令 和 ４ 年 度 事 業 計 画 (案 )承 認 の 件  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

令和４年度  事  業  計  画  

 

循環型社会形成の重要な一翼を担う産業廃棄物処理業界のより一層の信頼性の向上と健全な

市場の確保の下、社会的使命を果たすため、令和４年度においては、産業廃棄物の適正処理の

推進、減量化、再資源化、リサイクル化等の取り組みを一層促進するとともに、加入会員の促進を

図り組織の強化、会員事業所に対する優良産業廃棄物処理業認定制度の普及促進、業界のイメ

ージアップ、人材の確保・育成、経営力の強化、労働安全衛生への取り組み、コンプライアンスの

徹底等を目指した各種講習会・研修会の開催、地球温暖化対策の推進等の事業を、新型コロナウ

イルスの感染状況に留意しつつ、積極的に進めてまいります。 

また、行政機関をはじめ関係諸団体との連携及び情報交換を強化し、産業廃棄物処理の振興

に資する各種事業を展開して、生活環境の保全及び公衆衛生の向上並びに産業の健全な発展を

図り公共の福祉に寄与してまいります。 

 

１ 会議の開催 

総会は年 1回、正副会長会、理事会は原則として四半期毎とする。 

ただし、必要と認めた場合は随時開催する。 

 

２ 適正処理確保事業 

（１） 産業廃棄物処理業の優良化・高度化の推進 

優良産業廃棄物処理業者の認定を得るため、事業の透明性、環境配慮の取り組み等

に対する支援及び県が実施している「長野県産業廃棄物３Ｒ実践協定」への取組み支援

を行う。 

（２） 県との懇談会の開催 

産業廃棄物処理業界が抱える諸問題について指導・監督機関である県と率直な意見

交換を行い、適正処理の推進、コンプライアンスの徹底を図るとともに業界のイメージアッ

プに努める。 

（３） 県議会議員との懇談会の開催 

産業廃棄物の適正処理等に支援を頂いている県議会議員に産業廃棄物処理業界の

実情を理解いただき、業界の今後の在り方や適正処理推進に当たっての課題等につい

て意見交換を行う。 

  

３ 相談、指導事業 

産業廃棄物の適正処理、再生利用等について会員、排出事業者及び一般住民等からの

相談に応じ、指導・助言と情報の提供を行う。 

 

  ４ 講習会、研修会事業 

（１） 産業廃棄物処理技術等研修会の開催 

排出事業者及び処理業者を対象として、長野市からの委託研修事業、長野県との共



 

  

催による研修会及び協会独自の研修会を開催し、法改正、適正処理、コンプライアンス、

人材育成、新規従業員研修など事業の安定経営に繋がる研修を行う。 

（２） 産業廃棄物処理実務者研修会の開催 

排出事業者及び処理業者の実務者を対象として、産業廃棄物の基礎、委託契約、マ

ニフェスト制度、帳簿等実務に密着した研修を行い、日常業務の適正化を図る。 

（３） 産業廃棄物処理業における安全衛生セミナーの開催 

       産業廃棄物処理業における労働災害が増加傾向にあることから、業界の安全衛生活動

をより一層強化し、事業所の安全管理体制の充実を図るための講習を行う。 

（４） 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会の開催 

(公財)日本産業廃棄物処理振興センターが実施する「産業廃棄物又は特別管理産業

廃棄物処理業の許可申請に関する講習会」に協力する。 

   （試験会場： 長野市 長野ターミナル会館４階） 

１） 新規許可講習会 

（収集運搬課程） 定員各７５名 

・第１回 令和４年８月４日（木）午後 

・第２回 令和４年１２月１６日（金）午後 

（処分課程） 定員５０名 

・第１回 令和４年１２月１６日（金）午前 

２） 更新許可講習会  

（収集運搬課程） 定員各７５名 

・第１回 令和４年５月２６日（木）午前 

・第２回 令和４年５月２６日（木）午後 

・第３回 令和４年５月２７日（金）午前 

・第４回 令和４年８月４日（木）午前 

・第５回 令和４年１０月２１日（金）午前 

（処分課程） 定員各５０名 

・第１回 令和４年８月５日（金）午前 

・第２回 令和４年１２月１５日（木）午前 

３） 特別管理産業廃棄物管理責任者講習会  定員各７５名 

・第１回 令和４年５月２７日（金）午後 

・第２回 令和４年１０月２１日（金）午後 

・第３回 令和４年１２月１５日（木）午後 

（６） 県外優良企業施設視察研修会の開催 

会員の資質向上と見聞を広げるため、先進的な事業の展開を行っている県外優良企

業の視察研修を行う。 

（７） 産廃夏休み親子体験教室の開催 （長野市助成事業） 

次世代を担う子ども達に環境を保全する心を育成する一助として、産業廃棄物の種類、

量、処理の流れを実際に見聞し、日常生活と産業廃棄物との密接な関係、適正処理によ



 

  

る安全性等について体験を通して理解・学習するため、排出事業所、中間処理施設、最

終処分場等の施設見学等を行う。 

（８） 産業廃棄物処理検定の開催 

(公社)全国産業資源循環連合会が実施する「産業廃棄物処理検定」に協力する。 

 

５ 情報提供と広報事業  

協会ホームページ及び機関誌「季刊しなの」等により、会員に全国の情報、協会の活動状

況、行政機関の通知等の情報を提供する。 

また、各出版社等の廃棄物に関する書籍等の紹介を行う。 

 

６ 関係団体との活動交流推進事業 

県下４地区等の関係団体との交流促進、情報交換、広域協力体制の構築、地域の諸課題

に基づく意見要望の集約及び地域活動への積極的参加等が活発に行われるよう支援・協力

を行う。 

 

     ７ 部会活動推進事業 

各部会の事業活動の推進を図るため、意見、提言、行政への要望及び会員相互の情報交

換等を行うとともに、(公社)全国産業資源循環連合会の部会への参画等を行い、各部会の活

動が活発に行われるよう支援・協力を行う。 

 

８ マニフェスト頒布事業 

紙マニフェストの頒布を継続実施し、適正処理の推進と普及促進を図る。 

 

９ 行政施策参画事業 

  県下１０地区の廃棄物不法投棄防止対策協議会及び行政機関と連携を図り、不適正処理、

不法投棄パトロール等への参画を図る。 

また、信州環境フェア２０２２の実行委員として参画し協賛していく。 

 

10 他団体との交流事業 

(公社)全国産業資源循環連合会が開催する各種会議及び参画している運営委員会等に

積極的に参加して連携を図るとともに、信越・北陸地域協議会の事業に参加し、情報の交換・

収集等に協力する。また、県内資源循環保全関係団体、環境保全関係団体等と一層の連携

を図り、情報の交換・収集に努めるとともに事業の実施について相互に協力するよう努める。 

 

11 表彰事業 

協会の表彰規程に基づき、功労者、優良事業所及び優良従事者に対する協会長表彰を行

うとともに、(公社)全国産業資源循環連合会の表彰規則に基づく、功労者、地方功労者、 優

良事業所、地方優良事業所及び優良従事者に対する連合会長表彰並びにその他関係機関



 

  

が行う表彰に対し、受賞候補者の推薦を行う。 

 

12 組織の強化 

会員の協力を得ながら講習会、研修会などの機会を捉え、協会未加入廃棄物処理業者及

び排出事業者等の加入促進に一層努める。 

 

13 災害時の緊急対策事業 

大規模災害時における災害廃棄物の処理等に関する長野県との「災害時等の災害廃棄物

の処理等に関する協定」に基づき資機材の調達等の支援・協力を行う。 

 

14 不適正処理情報収集事業 

会員が通常業務等の中で、不適正処理や不法投棄等が疑われる現場を見つけた場合、早

期改善を図るため、その状況を行政機関へ提供し環境保全に協力する。 

 

15 その他会長が特に必要と認めた事業 

(公社)全国産業資源循環連合会が目的に掲げる「持続可能な循環型社会の形成等の公益

の増進」について一層取り組み、目的の達成のために「適正処理」、「地球温暖化対策」、「人

材及び優良事業者の育成」、「労働安全衛生」等の各種事業を推進する。 

 

 



 令和４年度  行  事  予  定  表  

 

月 会   議   等 研  修  会  ・  講  習  会  等 そ  の  他 

 

４ 

・第１回理事会 4/15  

 

・「季刊しなの」発行 

・信越・北陸地域協議会 ４/７ 

 

５ 

・第２回理事会 5/19 

・第 10 回通常総会 5/19 

・第３回理事会 5/19 

・収集運搬(更新)許可講習会 ５/２6・５/２7 

・特管管理責任者講習会 ５/２７ 

 

 

 

６ 

 

 

 ・第12回(公社)全国産業資源

循環連合会定時総会 6/17 

 

７ 

 

 

・産業廃棄物処理技術等研修会（７月～９月） 

 

・「季刊しなの」発行 

・夏休み親子体験教室 ７/３０ 

 

８ 

・第４回理事会 (初旬) 

・県との懇談会 （下旬） 

・収集運搬(新規)許可講習会 ８/4 

・収集運搬(更新)許可講習会 ８/４ 

・処分(更新)許可講習会 8/5 

 

９  ・産業廃棄物処理実務者研修会 (県下２会場) 

 

・信州環境フェア 2022  

9/30～10/1 

 

１０ 

 

 

 

・収集運搬(更新)許可講習会 10/21 

・特管管理責任者講習会 10/21 

 

・「季刊しなの」発行 

・県外優良企業視察研修（初旬） 

・信越・北陸地域協議会（初旬） 

 

１１ 

・第５回理事会 (中旬) 

 

・産業廃棄物処理業安全衛生セミナー 

 

 

 

１２ 

 

・第６回理事会 (初旬) 

・県議会議員との懇談会 

(初旬) 

・処分(更新)許可講習会 12/15 

・特管管理責任者講習会 12/1５ 

・収集運搬(新規)許可講習会 12/16 

・処分(新規)許可講習会 12/１6 

 

 

 

 

１ 
・第７回理事会 （中旬） 

 

 ・「季刊しなの」発行 

２ 
 

 

・産業廃棄物処理検定 2 月中旬  

３ 
・第８回理事会 (中旬) 

 

  

☆ 正副会長会、各委員会等は必要に応じて開催する 



 

 

 

 

 

第 ４ 号 議 案  

 

 

 

令 和 ４ 年 度 収 支 予 算 (案 )承 認 の 件  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（単位：円）

Ⅰ 一般正味財産増減の部                 

１．経常増減の部                 

(1) 経常収益                 

① 受取入会金 100,000          100,000                          

受取入会金 100,000          100,000                          

② 受取会費 10,434,000       10,461,000       -27,000          

受取会費 10,434,000       10,461,000       -27,000          

③ 事業収益 4,763,000        50,363,000       -45,600,000      

講習会事業収益 2,268,000        2,268,000                        

研修会事業収益 50,000           650,000          -600,000         

管理票頒布事業収益 2,445,000        2,445,000                        

地方公共団体災害復興事業収益                 45,000,000       -45,000,000      

④ 受取補助金等 190,000          190,000                          

受取地方公共団体補助金 190,000          190,000                          

⑤ 雑収益 796,000          812,000          -16,000          

受取利息 1,000            2,000            -1,000           

広告料収益 495,000          510,000          -15,000          

雑収益 300,000          300,000                          

経常収益計 16,283,000       61,926,000       -45,643,000      

(2) 経常費用                 

① 事業費 22,813,084       18,434,577       4,378,507        

役員報酬 1,997,500        1,997,500                        

給料手当 5,058,000        5,058,000                        

福利厚生費 1,186,350        1,186,350                        

会議費 695,385          695,385                          

旅費交通費 722,878          722,878                          

通信運搬費 683,050          683,050                          

消耗品費 754,950          754,950                          

印刷製本費 3,374,073        3,998,806        -624,733         

光熱水費 143,800          143,800                          

賃借料 2,433,386        2,433,386                        

諸謝金 110,210          110,210                          

負担金 474,062          474,062                          

委託料 35,640           32,400           3,240            

寄附金 5,000,000        5,000,000        

雑費 143,800          143,800                          

② 管理費 49,106,916       28,365,423       20,741,493       

役員報酬 2,252,500        2,252,500                        

給料手当 942,000          942,000                          

福利厚生費 463,650          463,650                          

会議費 1,254,615        1,254,615                        

旅費交通費 1,027,122        1,027,122                        

通信運搬費 266,950          266,950                          

消耗品費 295,050          295,050                          

光熱水費 56,200           56,200                           

賃借料 1,666,614        1,666,614                        

手数料 200,000          200,000                          

令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで

予　算　書（損益ベース）

当年度 前年度 増 減科       目



（単位：円）

令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで

予　算　書（損益ベース）

当年度 前年度 増 減科       目

印刷製本費 1,475,927        1,751,194        -275,267         

諸謝金 289,790          289,790                          

租税公課 32,500,000       9,000,000        23,500,000       

負担金 2,075,938        2,075,938                        

交付金 4,000,000        6,500,000        -2,500,000       

慶弔費 100,000          100,000                          

委託料 184,360          167,600          16,760           

雑費 56,200           56,200                           

経常費用計 71,920,000       46,800,000       25,120,000       

当期経常増減額 -55,637,000      15,126,000       -70,763,000      

２．経常外増減の部                 

(1) 経常外収益                 

経常外収益計                                 

(2) 経常外費用                 

経常外費用計                                 

当期経常外増減額                                 

当期一般正味財産増減額 -55,637,000      15,126,000       -70,763,000      

一般正味財産期首残高 163,481,029      81,483,769       81,997,260       

一般正味財産期末残高 107,844,029      96,609,769       11,234,260       

Ⅱ 指定正味財産増減の部                                 

当期指定正味財産増減額                                                 

指定正味財産期首残高                                 

指定正味財産期末残高                                 

Ⅲ 正味財産期末残高 107,844,029      96,609,769       11,234,260       



 

 

 

 

 

第 5 号 議 案  

 

 

 

任 期 満 了 に 伴 う 役 員 選 任 に 関 す る 件  

 

 

 



 

令和 ４年度 ・５年 度 役 員 候 補 者  

１ 理  事                                       (順不同・敬称略) 

支部名  役職名  氏   名 事  業  所  名 再・新 

東 信 

 

 髙 山 和 之 イー・ステージ(株) 再 任 

 平 林 十 一 (株)ワールド重機開発 再 任 

 平 元 鐘 哲 (株)平元商店 再 任 

南 信  池 上 幸 平 (株)那須屋興産 再 任 

 松 岡 宅 吉 （有）松岡産業 再 任 

 伊 坪    誠 ジャーナル商事(株) 新 任 

 寺 島 琢 也 （株）信濃環境整備 新 任 

 野 溝 良 弘 （株）ハクトートータルサービス 新 任 

中 信  中 村 幸 宏 (株)まるげん 再 任 

 清 水 克 貴 （株）トータルシステム 再 任 

 花 村 貴 史 (株)Ｇ・フレンドリー 再 任 

 山 﨑 公 郁 （株）みすず建設 新 任 

 鈴 木   勝 花村産業（株） 新 任 

北 信  林    宏 道 イコールゼロ(株) 再 任 

 菊 池 裕 一 (株)田中光男商会 再 任 

 市 川 真 一 （株）市川商会 再 任 

 勝 山 剛 頼 飯山陸送（株） 新 任 

事務局  吉 原 英 樹 事務局 新 任 

２ 監 事                                            (順不同・敬称略) 

支部名  氏    名 事  業  所  名 再・新 

東 信 小 栁 好 範 小柳産業（株） 新 任 

北 信 宮 沢 直 志 直富商事(株) 再 任 

〔任期：令和４年５月総会～令和６年５月総会〕 



 

令和４年度 会 長 表 彰 受 賞 者 名 簿 

 

【功労者表彰】（３名）                            (順不同・敬称略) 

氏    名 事  業  所  名 所    在    地 

野 牧 万 美 (株)中央テクノウェイ 飯田市鼎下山７６５番地１ 

西 野 英 雄 （株）西野興産 長野市三輪７丁目８番１７号 

北 澤 義 幸 （一社）長野県資源循環保全協会 長野市大字中御所字岡田３０－１６ 

 

【優良事業所表彰】（３社）                         (順不同・敬称略) 

事  業  所  名 代 表 者 名 所    在    地 

（株）みすゞ工務店 前 島 茂 義 上田市仁古田１２３４－５ 

(有)竹原建材 佐々木  純 飯田市上郷飯沼３２８２番地１ 

（株）峯村組 峯 村 浩 文 大町市大町１３００番地 

 

【優良従事者表彰】（１７名）                        (順不同・敬称略) 

氏    名 事  業  所  名 所    在    地 

柘 植 範 子 小柳産業(株 ) 上田市材木町２丁目１２番１０号 

小 山 哲 也 小柳産業(株 ) 上田市材木町２丁目１２番１０号 

中曽根 弘 道 小柳産業(株 ) 上田市材木町２丁目１２番１０号 

小川原 一 三 小柳産業(株 ) 上田市材木町２丁目１２番１０号 

山 岸    誠 小柳産業(株 ) 上田市材木町２丁目１２番１０号 

麦 島 千 六 
中日本ハイウェイ・メンテナン

ス名古屋 (株 ) 
飯田市北方８６９番地 

小木曽 優 子 （有）ナカタ商事 飯田市松尾代田８６２番地４ 

竹 下 雄 一 （株）Ｇ・フレンドリー 北安曇郡松川村５９６７番地４８ 

馬 淵    宝 （株）Ｇ・フレンドリー 北安曇郡松川村５９６７番地４８ 

宮 下 孝 文 （株）Ｇ・フレンドリー 北安曇郡松川村５９６７番地４８ 

塩 入 良 美 （株）Ｇ・フレンドリー  北安曇郡松川村５９６７番地４８ 

中 條 詳 子 （株）Ｇ・フレンドリー 北安曇郡松川村５９６７番地４８ 

二 木 和 明 （株）Ｇ・フレンドリー 北安曇郡松川村５９６７番地４８ 

山 口 智 樹 花村産業 (株 )庄内事業所  松本市庄内２丁目５番４７号 

大日方 正 憲 イコールゼロ（株） 長野市大字大豆島４０２０番地３ 

山 﨑 富士夫 イコールゼロ（株） 長野市大字大豆島４０２０番地３ 

落 合 省 三 （株）タケモト 須坂市大字小河原９７１番地４ 
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